
【
研
究
ノ
ー
ト
】

条
約
の
間
接
適
用
の
意
義

　
　
　
　
　
国
際
法
と
国
内
法
と
の
関
係
に
関
す
る
若
干
の
覚
書
1

齋

藤

洋

東洋法学

一二三四五

は
じ
め
に

事
件
の
概
要
と
判
決
の
要
略

補
完
関
係
説
略
説

条
約
の
間
接
適
用
の
意
義

お
わ
り
に

　
　
　
［
　
は
じ
め
に

　
条
約
の
国
内
適
用
は
、
国
際
法
と
国
内
法
と
の
関
係
に
も
関
連
し
て
、
憲
法
学
及
び
国
際
法
学
の
双
方
に
共
通
す
る
研
究
対
象
で

あ
る
。
し
か
し
、
前
者
に
お
け
る
憲
法
は
日
本
国
憲
法
を
（
無
意
識
の
う
ち
に
又
は
所
与
の
前
提
と
し
て
）
対
象
と
し
て
い
る
の
に
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対
し
、
後
者
で
は
内
容
を
異
に
す
る
各
国
憲
法
と
の
関
係
を
一
般
化
し
て
扱
お
う
と
す
る
傾
向
に
あ
る
。
ゆ
え
に
両
者
の
議
論
が
か

み
合
わ
な
い
で
い
る
。

　
本
稿
は
、
公
衆
浴
場
入
浴
拒
否
事
件
判
決
で
示
さ
れ
た
条
約
の
間
接
適
用
が
、
国
際
法
学
の
基
礎
理
論
に
属
す
る
国
際
法
と
国
内

法
と
の
関
係
に
お
い
て
、
筆
者
が
提
唱
し
て
き
た
補
完
関
係
説
に
い
か
な
る
意
義
を
有
す
畜
の
か
を
考
察
す
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
補

完
関
係
説
が
妥
当
す
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
の
は
主
に
経
済
分
野
で
あ
り
、
人
権
分
野
に
関
し
て
は
い
か
な
る
形
態
で
補
完
が
生
ず

る
の
か
否
か
が
課
題
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
昧
で
今
回
の
事
件
（
条
約
の
間
接
適
用
）
は
一
つ
の
重
要
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
と
考

え
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
こ
こ
で
は
覚
書
と
い
う
性
質
上
、
最
小
限
の
文
献
の
み
を
適
宜
示
す
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
二
　
事
件
の
概
要
と
判
決
の
要
略

　
本
事
件
は
「
平
成
十
三
年
（
ワ
）
第
二
〇
六
号
損
害
賠
償
等
請
求
事
件
」
で
あ
り
、
平
成
十
四
年
十
一
月
十
一
日
に
札
幌
地
裁
民
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

第
一
部
で
判
決
が
下
さ
れ
た
。

　
（
一
）
　
事
実
の
概
要

　
本
件
原
告
は
ド
イ
ツ
人
、
ア
メ
リ
カ
人
及
び
日
本
人
（
米
国
か
ら
帰
化
し
た
者
）
で
あ
り
、
被
告
は
公
衆
浴
場
経
営
会
社
及
び
小

樽
市
で
あ
る
。

　
被
告
の
公
衆
浴
場
経
営
者
は
、
浴
場
利
用
に
関
し
て
、
平
成
五
年
頃
か
ら
特
に
ロ
シ
ア
人
船
員
に
よ
る
迷
惑
行
為
が
多
発
し
た
こ
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と
を
理
由
に
外
国
人
の
利
用
を
一
律
に
拒
否
し
た
。
原
告
の
日
本
人
も
外
見
上
は
外
国
人
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
と
し
て
、

利
用
を
拒
否
さ
れ
た
。

　
こ
の
事
態
に
対
し
て
小
樽
市
は
、
入
浴
マ
ナ
ー
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
浴
場
と
協
力
し
て
市
職
員
が
紛
争
に
対
応
す
る
な
ど
の
措
置

を
採
っ
た
。

　
し
か
し
原
告
は
、
公
衆
浴
場
経
営
者
に
対
し
て
は
当
該
拒
否
が
憲
法
第
十
四
条
一
項
、
自
由
権
規
約
第
二
十
六
条
（
法
の
前
の
平

等
）
及
び
人
種
差
別
撤
廃
条
約
第
五
条
（
無
差
別
・
法
の
下
の
平
等
）
f
な
ど
に
違
反
す
る
人
種
差
別
に
当
た
り
、
ま
た
小
樽
市
に

対
し
て
は
人
種
差
別
撤
廃
条
約
第
二
条
（
締
約
国
の
差
別
撤
廃
義
務
）
一
項
d
及
び
第
六
条
（
人
種
差
別
に
対
す
る
救
済
）
に
違
反

す
る
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
損
害
賠
償
等
を
求
め
た
。

東洋法学
　
（
二
）
　
判
決
の
要
略

　
こ
こ
で
は
特
に
自
由
権
規
約
及
び
人
種
差
別
撤
廃
条
約
に
関
す
る
部
分
を
取
り
上
げ
る
。
判
決
に
よ
れ
ば
、
自
由
権
規
約
及
び
人

種
差
別
撤
廃
条
約
は
、
「
国
内
法
と
し
て
の
効
力
を
有
す
る
と
し
て
も
、
そ
の
規
定
内
容
か
ら
し
て
、
憲
法
と
同
様
に
、
公
権
力
と
個

人
と
の
間
の
関
係
を
規
律
し
、
又
は
、
国
家
の
国
際
責
任
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
私
人
相
互
の
間
の
関
係
を
直
接
規
律
す
る

も
の
で
は
な
い
」
。
し
か
し
、
「
私
人
の
行
為
に
よ
っ
て
他
の
私
人
の
基
本
的
な
自
由
や
平
等
が
具
体
的
に
侵
害
さ
れ
又
は
そ
の
お
そ

れ
が
あ
り
、
か
つ
、
そ
れ
が
社
会
的
に
許
容
し
う
る
限
度
を
超
え
て
い
る
と
評
価
さ
れ
る
と
き
は
、
私
的
自
治
に
対
す
る
一
般
的
制

限
規
定
で
あ
る
民
法
一
条
、
九
十
条
や
不
法
行
為
に
関
す
る
諸
規
定
等
に
よ
り
、
私
人
に
よ
る
個
人
の
基
本
的
な
自
由
や
平
等
に
対
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す
る
侵
害
を
無
効
な
い
し
違
法
と
し
て
私
人
の
利
益
を
保
護
す
べ
き
で
あ
」
り
、
自
由
権
規
約
及
び
人
種
差
別
撤
廃
条
約
は
、

第
十
四
条
一
項
と
同
様
に
、
「
前
記
の
よ
う
な
私
法
の
諸
規
定
の
解
釈
に
あ
た
っ
て
の
基
準
の
一
つ
と
な
り
う
る
。
」
と
し
て
、

に
条
約
の
間
接
適
用
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

＝
一
補
完
関
係
説
略
説

明　憲

確法
　　　160

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
国
際
法
と
国
内
法
と
の
関
係
に
お
け
る
補
完
関
係
説
に
つ
い
て
改
め
て
略
述
す
る
と
、
ま
ず
現
代
国
際
社
会
に
対
す
る
一
定
の
認

識
を
前
提
と
す
る
。
そ
れ
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
成
立
し
た
い
わ
ゆ
る
侵
略
戦
争
違
法
観
と
、
一
九
九
〇
年
前
後
に
生
じ
た
冷

戦
構
造
の
崩
壊
と
市
場
経
済
に
よ
る
一
元
化
に
関
す
る
世
界
シ
ス
テ
ム
論
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
現
代
国
際
社
会
は
、
侵
略
戦
争
違
法

観
を
第
一
の
、
人
道
に
対
す
る
罪
を
第
二
の
大
枠
若
し
く
は
土
台
と
し
て
、
そ
こ
に
民
主
主
義
と
人
権
保
障
と
い
う
メ
ル
ク
マ
ー
ル

を
設
定
し
つ
つ
、
経
済
活
動
の
比
重
の
高
ま
り
に
よ
っ
て
、
世
界
シ
ス
テ
ム
論
に
い
う
段
階
的
社
会
構
造
と
一
部
国
家
間
の
相
互
依

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

存
関
係
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
当
該
説
は
こ
の
認
識
を
も
と
に
、
い
わ
ゆ
る
法
実
証
主
義
の
観
点
か
ら

国
際
法
の
形
成
と
国
内
法
と
の
関
係
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
り
、
ま
た
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
社
会
状
態
を
論
理
的
に
説
明

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
ゆ
え
に
、
当
該
状
態
に
対
す
る
法
論
理
上
の
判
断
（
当
為
）
を
極
力
除
い
て
い
る
。

　
次
に
当
該
説
に
よ
れ
ば
、
国
際
法
制
度
の
形
成
過
程
に
は
、
形
成
さ
れ
る
「
場
」
の
相
違
及
び
「
国
際
協
力
」
と
「
経
済
的
利
益
」

と
の
係
り
合
い
の
度
合
い
に
よ
っ
て
、
国
際
法
と
国
内
法
と
の
補
完
関
係
の
程
度
に
相
違
が
生
ず
る
。

　
「
場
」
の
相
違
と
い
う
の
は
国
際
法
（
制
度
）
を
形
成
す
る
際
に
、
従
来
の
よ
う
な
国
連
に
各
国
が
参
集
し
て
議
論
を
重
ね
て
作
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成
す
る
場
合
と
、
国
連
を
介
せ
ず
に
関
係
国
だ
け
が
集
ま
っ
て
一
定
の
国
際
法
（
制
度
）
を
作
成
し
、
後
に
他
の
国
家
に
開
放
す
る

場
合
を
意
味
し
て
い
る
。
前
者
の
典
型
的
な
例
と
し
て
は
国
連
海
洋
法
条
約
、
特
に
深
海
底
の
開
発
制
度
を
示
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
こ
で
は
国
連
と
い
う
「
場
」
が
用
い
ら
れ
た
た
め
に
、
当
該
法
制
度
の
中
に
途
上
国
の
主
張
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

先
進
国
の
こ
れ
ま
で
の
先
行
投
資
に
対
す
る
配
慮
が
足
り
な
い
結
果
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
後
者
の
例
と
し
て
は
、

宇
宙
基
地
協
定
や
世
界
貿
易
機
関
（
W
T
O
）
な
ど
を
示
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
宇
宙
基
地
協
定
は
、
宇
宙
開
発
先
進
国
が
集
ま
っ

て
宇
宙
基
地
（
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）
計
画
を
作
成
し
、
当
該
国
家
間
で
関
係
条
約
を
作
り
（
一
九
八
八
年
協
定
）
、
実
際
に
当
該
計
画
を

実
行
し
て
い
る
。
そ
の
後
に
他
国
（
ロ
シ
ア
）
を
加
入
さ
せ
て
当
該
協
定
の
改
正
を
行
っ
た
（
一
九
九
八
年
協
定
）
の
で
あ
り
、
そ

こ
に
は
宇
宙
開
発
に
対
す
る
途
上
国
の
意
見
は
全
く
反
映
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
特
に
一
九
八
八
年
協
定
で
は
、
宇
宙
基

地
協
定
と
い
う
枠
組
条
約
を
作
り
、
実
質
は
米
国
と
他
の
参
加
国
と
の
間
の
二
国
間
条
約
で
定
め
る
方
法
を
用
い
て
い
る
。
し
か
し

そ
の
二
国
問
条
約
で
米
国
へ
の
委
任
事
項
を
大
幅
に
合
意
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
事
項
に
関
し
て
は
米
国
内
の
法
制
定
手
続
の
み
で

作
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
が
国
際
社
会
（
宇
宙
基
地
協
定
に
加
入
し
て
い
る
国
家
問
）
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し
て
の
制
度
と
い
う
形
態
を
と
り
な
が
ら
、
一
種
の
国
内
法
の
国
際
法
化
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
W
T
O
も
国
連
を
介
さ
ず
に
作
成
さ
れ
、
運
用
さ
れ
て
い
る
。
W
T
O
制
度
は
市
場
経
済
社
会
に
お
け
る
貿
易
の
統
一
的
制

度
で
あ
る
が
、
そ
の
特
徴
は
、
米
国
流
の
自
由
主
義
を
基
本
原
則
に
し
つ
つ
、
経
済
的
先
進
国
が
参
集
し
て
作
成
し
た
点
に
あ
る
。

ま
た
内
容
と
し
て
は
従
来
か
ら
の
貿
易
の
対
象
で
あ
っ
た
モ
ノ
に
、
サ
ー
ビ
ス
と
知
的
所
有
権
を
含
め
て
当
該
制
度
の
対
象
（
客
体
）

と
し
た
点
が
重
要
で
あ
る
。
特
に
知
的
所
有
権
は
経
済
的
先
進
国
に
と
っ
て
重
要
な
保
護
対
象
で
あ
り
、
多
大
な
利
益
を
も
た
ら
す
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存
在
で
あ
る
。
他
の
諸
国
は
当
該
制
度
に
加
入
し
な
け
れ
ば
全
世
界
的
な
貿
易
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
ゆ
え
に
、
参
加
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

る
以
外
に
道
は
残
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
傾
向
に
、
「
国
際
協
力
」
と
「
経
済
的
利
益
」
を
加
味
す
る
と
、
第
一
に
相
当
程
度
の
国
際
協
力
を
必
要
と
し
、
さ
ら
に
経
済

的
利
益
に
も
直
結
す
る
分
野
（
経
済
・
金
融
・
財
政
政
策
や
科
学
技
術
上
の
協
力
分
野
）
、
第
二
に
あ
る
程
度
の
国
際
協
力
を
必
要
と

し
、
一
定
目
標
を
指
向
し
て
い
る
分
野
（
環
境
保
護
や
人
権
保
護
分
野
）
、
第
三
に
国
際
協
力
を
そ
れ
ほ
ど
必
要
と
し
て
い
な
い
分
野

（
国
民
の
宗
教
・
習
俗
や
価
値
観
な
ど
の
文
化
若
し
く
は
社
会
の
根
幹
に
関
わ
る
分
野
）
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
一
の
分
野
で
は
、
国
際
法
と
国
内
法
と
の
相
互
補
完
関
係
が
成
立
す
る
又
は
成
立
す
る
可
能
性
が
非
常
に
高
く
な
る
が
、
第
三

の
分
野
で
は
法
律
関
係
と
い
う
よ
り
も
文
化
・
宗
教
に
関
す
る
こ
と
な
の
で
補
完
関
係
と
い
う
用
語
で
示
さ
れ
る
法
律
学
の
観
念
が

該
当
す
る
分
野
で
は
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。
第
二
の
特
に
人
権
分
野
は
、
第
一
と
第
三
の
中
間
に
位
置
し
、
普
遍
性
と
固
有
性
が

混
在
し
て
い
る
分
野
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
の
他
の
特
に
政
治
・
軍
事
分
野
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
補
完
関
係
と
い
う
観
念
は
、
自
衛
権
の
存
立
根
拠
に
関
し
て
も
十
分
に

成
り
立
ち
得
る
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
は
憲
法
上
規
定
の
な
い
自
衛
権
が
条
約
及
び
慣
習
国
際
法
と
し
て
成
立
し
て
い
る
国
連
憲
章
（
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

五
十
一
条
）
か
ら
各
国
に
付
与
さ
れ
る
と
い
う
理
解
に
よ
っ
て
、
国
際
法
と
国
内
法
と
の
補
完
関
係
を
見
出
す
の
で
あ
る
。
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四
　
条
約
の
間
接
適
用
の
意
義

補
完
関
係
説
は
、
政
治
・
軍
事
と
絡
ん
だ
経
済
分
野
の
研
究
か
ら
出
発
し
て
い
る
た
め
、
国
際
法
と
国
内
法
と
が
そ
れ
ぞ
れ
欠
訣
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部
分
を
補
い
合
う
と
い
う
観
念
と
し
て
考
察
さ
れ
て
き
た
が
、
人
権
分
野
に
関
し
て
は
十
分
な
検
討
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し

た
が
っ
て
人
権
分
野
に
お
け
る
検
討
が
一
つ
の
課
題
で
あ
っ
た
。

　
人
権
分
野
に
関
し
て
は
、
従
来
、
国
際
人
権
規
約
な
ど
を
例
に
と
っ
て
、
自
動
執
行
条
約
か
否
か
或
い
は
即
時
実
施
義
務
か
漸
進

的
義
務
か
と
い
っ
た
議
論
が
、
わ
が
国
の
憲
法
学
で
は
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
こ
に
見
出
さ
れ
る
特
徴
は
、
法
論
理
と
し
て
は
緻
密
で

あ
る
が
、
一
方
で
従
来
の
条
約
と
憲
法
（
国
際
法
と
国
内
法
）
と
の
効
力
関
係
と
い
う
視
点
か
ら
抜
け
出
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

ゆ
え
に
わ
が
国
の
憲
法
に
お
い
て
は
補
完
と
い
う
観
念
は
取
り
入
れ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
例
え
ば
イ
タ
リ
ア
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

い
て
は
国
際
法
と
国
内
法
と
の
「
同
化
」
（
毘
讐
鼠
ヨ
9
8
）
と
い
う
観
念
で
国
際
法
と
イ
タ
リ
ア
法
体
系
を
考
察
す
る
研
究
も
あ
る
。

た
だ
し
、
同
化
と
い
う
観
念
は
今
後
一
層
の
研
究
を
必
要
と
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
よ
う
な
見
解
は
各
国
憲
法
規
定
の
独
自
性
を

前
提
と
し
て
い
る
場
合
が
多
く
、
国
際
法
学
に
お
い
て
一
般
論
化
で
き
る
か
ど
う
か
疑
間
が
残
る
。

　
本
稿
で
採
り
上
げ
た
公
衆
浴
場
入
浴
拒
否
事
件
判
決
は
、
わ
が
国
の
法
体
系
を
前
提
と
し
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
右
記
の
場
合
と

同
様
に
、
一
般
論
化
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
疑
間
が
残
る
。
し
か
し
、
国
際
法
と
国
内
法
と
の
関
係
は
、
単
純
に
演
繹
的
に

論
理
を
先
行
さ
せ
る
次
元
か
ら
、
既
に
個
別
事
象
の
検
討
を
通
し
た
帰
納
的
方
法
に
よ
る
研
究
へ
と
移
行
し
て
お
り
、
今
回
の
わ
が

国
裁
判
所
で
採
用
さ
れ
た
条
約
の
間
接
適
用
は
、
当
該
研
究
に
と
っ
て
有
意
義
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
補
完
関
係
説
に

お
け
る
「
補
完
」
観
念
に
対
す
る
影
響
、
換
言
す
れ
ば
同
観
念
の
拡
大
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
こ
れ
ま
で
わ
が
国
の
裁
判
は
、
コ
般
的
に
人
権
条
約
を
正
面
か
ら
解
釈
し
よ
う
と
す
る
積
極
的
姿
勢
に
乏
し
い
。
」
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
公
衆
浴
場
入
浴
拒
否
事
件
判
決
で
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
極
め
て
明
確
に
条
約
に
関
し
て
も
問
接
適
用
を
採
用
し
、
明
示
し
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条約の間接適用の意義

た
の
で
あ
る
。

　
当
該
間
接
適
用
説
と
補
完
関
係
と
の
関
連
に
つ
い
て
述
べ
る
な
ら
ば
、
国
内
私
法
の
解
釈
に
お
い
て
幅
広
い
解
釈
が
な
さ
れ
て
き

た
若
し
く
は
主
張
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
対
し
て
、
条
約
が
当
該
私
法
の
解
釈
に
一
定
の
方
向
性
と
枠
を
示
す
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
解

釈
・
運
用
を
よ
り
具
体
的
且
つ
詳
細
に
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
国
際
法
と
国
内
法
と
の
効
力
関
係
で
は
な
く
、
解
釈
・
運
用
の

次
元
に
お
け
る
国
際
法
に
よ
る
補
完
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
理
解
が
成
り
立
つ
な
ら
ば
、
条
約
の
間
接
適
用
は
、
補
完

と
い
う
観
念
の
幅
を
大
き
く
広
げ
た
と
い
う
意
義
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
今
回
の
事
件
は
、
人
種
差
別
撤
廃
条
約
と
い
う
市
民
的
・
政
治
的
分
野
に
関
す
る
条
約
に
関
し
て
で
あ
っ
た
が
、
社
会
権
若
し
く

は
社
会
保
障
に
関
す
る
分
野
に
お
い
て
も
、
間
接
適
用
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
そ
の
意
義
は
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

間
接
適
用
と
い
う
形
態
で
国
内
法
を
補
完
す
る
条
約
は
、
例
え
ば
人
権
委
員
会
の
意
見
や
国
際
司
法
裁
判
所
な
ど
の
判
決
若
し
く
は

意
見
を
通
し
て
、
そ
の
解
釈
が
定
ま
る
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
例
え
ば
「
漸
進
的
」
と
い
う
規
定
文
言
の
解
釈
も
、
国
内
に
お

け
る
解
釈
・
運
用
で
は
な
く
、
国
際
社
会
で
認
定
さ
れ
た
解
釈
・
運
用
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
条
約

に
よ
る
国
内
法
の
「
解
釈
改
正
」
に
な
る
。
国
際
法
学
に
お
い
て
も
憲
法
学
に
お
い
て
も
、
条
約
と
法
律
と
の
関
係
で
は
条
約
優
位

説
が
通
説
で
あ
る
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
こ
の
「
解
釈
改
正
」
は
充
分
に
成
り
立
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
「
解
釈
改
正
」
に

至
る
場
合
に
は
、
右
記
の
補
完
と
い
う
観
念
か
ら
踏
み
出
し
て
、
や
は
り
従
来
の
両
法
の
効
力
関
係
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
矛
盾

が
生
ず
る
。
本
来
、
補
完
と
い
う
観
念
は
効
力
関
係
と
は
異
な
る
次
元
で
国
際
法
と
国
内
法
と
の
関
係
を
捉
え
よ
う
と
し
て
い
た
か

ら
で
あ
る
。
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だ
が
、
補
完
観
念
が
効
力
関
係
と
は
無
縁
で
あ
る
と
は
い
っ
て
も
、
法
と
法
の
関
係
を
扱
う
以
上
、
法
の
一
般
原
則
（
後
法
優
先

の
原
則
や
特
別
法
優
先
の
原
則
な
ど
）
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
う
な
る
と
、
補
完
観
念
の
な
か
に
も
法
の
一
般
原
則
は

所
与
と
し
て
存
在
す
る
ゆ
え
に
、
「
解
釈
改
正
」
と
い
う
形
態
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
も
と
の
両
法
の
単
純
な
効
力
関
係
（
優
劣
関
係
）

に
戻
っ
た
の
で
は
な
く
、
両
法
の
一
元
化
に
お
け
る
法
の
一
般
原
則
の
適
用
と
い
う
意
味
で
の
法
の
効
力
関
係
と
い
え
る
の
で
は
な

　
　
　
　
（
9
）

い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
は
今
後
改
め
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

五
　
お
わ
り
に

東洋法学
　
こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
、
公
衆
浴
場
入
浴
拒
否
事
件
判
決
で
示
さ
れ
た
条
約
の
間
接
適
用
は
、
筆
者
の
提
唱
し
て
き
た
補
完
関
係

説
に
と
っ
て
、
大
き
な
影
響
と
意
義
を
有
す
る
と
い
え
よ
う
。

　
そ
れ
は
第
一
に
、
補
完
と
い
う
観
念
の
幅
を
従
来
の
欠
訣
を
埋
め
る
と
い
う
意
味
か
ら
、
法
規
の
解
釈
に
対
す
る
枠
を
定
め
、
指

針
を
示
す
と
い
う
意
味
を
含
む
ま
で
に
拡
大
し
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

　
ま
た
第
二
に
、
先
述
の
条
約
に
よ
る
国
内
法
（
法
律
）
の
「
解
釈
改
正
」
と
い
う
形
態
の
予
想
が
、
補
完
観
念
に
法
の
一
般
原
則

が
所
与
と
し
て
内
包
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
は
っ
き
り
と
導
き
出
し
た
点
で
あ
る
。

　
こ
の
二
点
に
よ
る
補
完
観
念
の
更
新
若
し
く
は
改
正
に
よ
っ
て
、
人
権
分
野
に
お
け
る
国
際
法
と
国
内
法
と
の
関
係
を
理
解
し
、

認
識
す
る
こ
と
が
容
易
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
勿
論
、
条
約
の
間
接
適
用
が
今
後
の
裁
判
で
採
用
さ
れ
る
か
否
か
は
注
意
深
く
見

守
り
、
右
記
の
二
点
及
び
そ
れ
以
外
の
点
に
関
し
て
も
慎
重
に
研
究
を
継
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
と
に
か
く
本
件
を
契
機
に
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条約の間接適用の意義

補
完
関
係
説
が
一
歩
前
進
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
今
後
は
、
宗
教
と
法
規
範
と
の
補
完
関
係
も
研
究
に
含
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
前
述
の
「
補
完
関
係
説
略
説
」
で

示
し
た
第
三
の
形
態
（
国
際
協
力
を
そ
れ
ほ
ど
必
要
と
し
て
い
な
い
分
野
）
に
該
当
す
る
。
従
来
の
補
完
観
念
で
は
枠
外
に
お
か
れ

て
い
た
分
野
で
あ
る
が
、
補
完
観
念
の
拡
大
に
と
も
な
っ
て
法
規
範
と
非
法
規
範
と
の
関
係
も
補
完
と
い
う
観
念
で
捉
え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
。
条
約
の
間
接
適
用
に
よ
る
補
完
観
念
の
拡
大
は
、
法
社
会
学
か
ら
法
解
釈
学
に
ま
で
広
が
る
こ
の
よ
う
な
重

要
な
課
題
を
も
提
示
し
た
の
で
あ
る
。
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（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

　
判
例
時
報
一
八
〇
六
号
、
八
四
頁
。
そ
の
他
に
要
点
を
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
、
ジ
ュ
リ
ス
ト
『
平
成
十
四
年
度
重
要
判
例
解
説
』

8
9
旨
＆
（
二
〇
〇
三
年
六
月
十
日
）
、
二
六
〇
～
二
六
二
頁
な
ど
を
参
照
。

　
こ
の
補
完
関
係
説
は
新
し
い
見
解
な
の
で
学
界
に
お
い
て
確
立
し
た
地
位
を
得
て
お
ら
ず
、
一
般
の
テ
キ
ス
ト
に
は
掲
載
さ
れ
て
い

な
い
が
、
「
補
完
」
と
い
う
観
念
は
徐
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
齋
藤
洋
「
国
際
法
と
国
内
法
と
の
関
係
－
補

完
関
係
説
の
構
築
を
目
指
し
て
ー
」
憲
法
学
会
『
憲
法
研
究
』
第
三
二
号
（
二
〇
〇
〇
年
）
、
一
一
五
～
一
二
七
頁
。

　
齋
藤
、
同
右
、
一
一
八
～
一
一
九
頁
。
9
刃
い
ω
Φ
良
き
飢
》
ρ
＞
お
昌
q
き
α
甲
U
。
く
ト
罐
“
』
ミ
ミ
§
＆
賊
§
ミ
肉
ミ
8
1

』
慧
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ミ
罫
携
》
O
ミ
』
ミ
鳴
§
蕊
軌
§
ミ
ト
黛
ミ
“
§
駄
』
ミ
鳴
§
禽
賊
§
匙
肉
無
＆
ご
虜
1
（
○
図
｛
O
巳
d
三
‘
汐
霧
ρ
お
8
y
こ
こ
に
い
う

相
互
依
存
関
係
に
つ
い
て
は
、
国
際
関
係
の
マ
ク
ロ
理
論
に
い
う
理
想
主
義
（
相
互
依
存
論
）
の
要
素
よ
り
も
む
し
ろ
、
ポ
ス
ト
覇
権
シ

ス
テ
ム
論
に
い
う
関
係
の
方
が
妥
当
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
猪
口
邦
子
『
ポ
ス
ト
覇
権
シ
ス
テ
ム
と
日
本
の
選
択
』
（
筑
摩
書
房
、

一
九
八
七
年
）
参
考
。

　
齋
藤
洋
「
国
際
法
制
度
形
成
行
為
と
し
て
の
宇
宙
基
地
協
定
に
関
す
る
試
論
的
考
察
」
東
洋
大
学
法
学
会
『
東
洋
法
学
』
第
四
十
八
巻

第
二
号
（
二
〇
〇
五
年
）
所
収
、
参
照
。
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齋
藤
洋
「
個
別
的
及
び
集
団
的
自
衛
権
存
立
の
法
的
根
拠
に
関
す
る
一
考
察
」
平
成
国
際
大
学
『
平
成
法
政
研
究
』
第
二
巻
第
二
号

（
一
九
九
八
年
）
所
収
、
参
照
。
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§
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（
国
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ρ
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P
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～
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①
。

　
浅
田
正
彦
「
人
権
分
野
に
お
け
る
国
内
法
制
の
国
際
化
－
法
的
形
式
主
義
と
ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
の
克
服
に
向
け
て
ー
」
『
ジ
ュ
リ
ス

ト
ー
日
本
の
国
際
化
1
』
8
。
旨
認
（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
二
年
）
所
収
、
八
二
頁
。

　
こ
の
意
味
で
補
完
関
係
説
は
、
国
際
法
と
国
内
法
の
一
元
論
に
属
す
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
当
該
説
の
前
提
認
識
と
補
完
と
い

う
観
念
の
性
質
か
ら
帰
結
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

東洋法学
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